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教科に関する科目

理 科

注意事項

１． 試験開始の合図があるまで, 試験問題の内容を見てはいけません。
２． 問題は２ 問とも解答してください。           
３． 解答用紙は, １ 問につき１ 枚（表のみ） 使用してください。
４． 受験番号, 氏名を解答用紙の指定された欄に２ 枚とも必ず記入してくださ

いｏ
５． この試験の解答時間は, 「始め。」の合図があってから６０分です。 
６． 試験が終わるまで退出できません。
７．  「やめ。」の合図があったら, 直ちにやめてください。
８． 下書きには, 問題冊子の余白を使用してください。
９． 試験終了後, 問題冊子を必ず持ち帰ってください。 



問１   図１ に示した溶解度曲線を参照して, 下の（１） から（４） の設間に答えなさい。 

（１）  硝酸カリウムＫＮ０３ を,
３０ °ｃ の水５０ ｇ に溶けきれなく
なるまで加えたとき, 何 ｇ の
硝酸カリウムが溶けているか
答えなさい。 

（２）  実際に（１） の飽和水溶液
を調製するとき, その溶液の
質量パーセント搬度は何％か
計算しなさい （導く過程にお
ける計算式も示すこと）。 
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図１   溶解度曲線
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（３）  ８０ °ｃ の水１００ ｇ にホウ酸Ｈ３Ｂ０３１５ ｇ を溶かした溶液を冷やしてゆくとき, およそ何
°ｃ 以下になると結晶が析出するか答えなさい。 

（４）  硫酸銅（II） ＣｕＳ０４ は, 通常硫酸銅（II） 五水和物 ＣuＳ０４・５Ｈ２０ のように水和物とな
っている。 水和物の溶解度は, 飽和溶液中の水１００ ｇ 当たりに溶けている無水物（水和
水をもたない化合物） の質量で表す。 硫酸銅 （］：〔） 五水和物 ＣｕＳ０４・５Ｈ２０（式量２５０） は, 
８０ °ｃ の水１００ ｇ に何 ｇ 溶けるか計算しなさい （導く過程における計算式も示すこと）。 



問２  生物に関する次の文革を読んで, 下の（１） から（６） の設間に答えなさ．い。 

動物は, 背骨がある響系在動物と, 背骨のない無脊椎動物に分けられる。 脊椎動物は, さ
らに魚類, 両生類, 使虫類, 鳥類, 理請乳類に分けられる。 無脊椎動物も, さらにいくつか
に分けられる。 たとえば, 節足動物, 海綿動物, 軟体動物, 刺胞動物, 素最動物, 環形
動物, 原索動物などである。
植物は, 種子をつくる植物と, 種子をっくらなぃ植物に分けられる。 種子をつくる植物

は, さらに（  ①  ） 植物と, イチョウ, アカマツ, スギなどが属する（  ②  ） 植物に
分けられる。（  ①  ） 植物は, ヤマザクラやァサガオなどが属する（  ③  ） 類と, ツ
ユクサやイネなどが属する（  ④  ） 類に分けられる。 種子をつくらなし・、植物は, コケ植
物と（  ⑤  ） 植物に分けられる。 

〔動物群］
ア  魚類
力  節足動物
サ  環形動物

イ
キ
シ

両生類    ウ
海綿動物 ク
原索動物

爬虫類
軟体動物

工
ケ

オ
コ

哺乳類
棘皮動物

（１）  次の Ａ から Ｅ の動物は, 上の〔動物群］ のいずれに属するか。 アからシの中からそれ
ぞれ一つ選んで記号で答えなさい。

Ａ：イモリ        Ｂ：ホヤ        Ｃ： コウモリ        Ｄ：イルカ        Ｅ： ウニ

（２）  上の〔動物群］のうち, ア, イ, ウ, 工, オ, コ, シは新口動物とよばれる。 新口動物
とは, どのような動物のことか。 ５０ 文字程度で記述しなさい。

（３）  上の〔動物群］ のうち, 成体になる過程でトロコフォア幼生の時期を過ごすものがある。
該当するものを二つ選び, 記号で答えなさい。． 

（４）  体温を一定に保つ仕組みをもつ動物を恒温動物という 。 上の〔動物群］ のうち, 恒温動
物に該当するものを二つ選び, 記号で答えなさい。 

（５）  上の文章中の①から⑤に最も当てはまる語句を答えなさい。 



（６）  動物細胞と植物細胞にみられる共通点と相違点を７０ 文字程度で記述しなさい。 ただ
し, 次の〔語群］ の言葉を必ず一度は使用すること。

〔語群］
葉緑体     ミトコントリア     ゴルジ体    細胞壁    核膜


